
2000年出上の木簡

新
潟
。蔵
ノ
坪
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

３
　
発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

2   16  5  4

く
ら

の

つ
ぼ

新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
大
字
船
戸
字
蔵
ノ
坪

一
　

一
九
九
九
年
度
試
掘
調
査
　

一
九
九
九
年

（平
１１
）

九
月
―

一
一
月

一
一　
二
〇
〇
〇
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年
四
月
―

一
一
月

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業

団霜
鳥
正
道

集
落
跡

奈
良
時
代

。
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

蔵
ノ
坪
遺
跡
は
、
標
高
約

一

〇

・
五
ｍ
の
尾
根
先
端
部
に
位

置
し
、
そ
の
西
側

一
帯
は
胎
内

川
の
一扇
状
地
で
広
く
水
田
地
帝

条

ヵ
広
が
る
。
近
世
に
塩
津
潟
と

中

呼
ば
れ
た
潟
湖
の
東
縁
か
ら
約

一
。
三
ｋｍ
東
側
で
、
丘
陵
部
に

近
い
。
潟
湖
の
西
に
は
砂
丘
列
が
あ
り
、
日
本
海
と
な
る
。

遺
跡
か
ら
は
、
幅
五
ｍ
前
後

・
深
さ

一
ｍ
前
後
の
川
跡
が
検
出
さ
れ
、
そ
の

両
側
か
ら
、
掘
立
柱
建
物
が

一
五
棟
確
認
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
重
複
も
認
め

ら
れ
る
。
大
き
い
も
の
で
は
、
雨
落
ち
溝
を
伴
う
、
二
間
×
五
間
の
建
物
が
あ

る
。
こ
の
他
道
路
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
、
二
本
の
平
行
し
た
溝
な
ど
も
認
め
ら

れ
る
。

遺
物
に
は
、
川
跡
か
ら
出
土
し
た
多
く
の
土
器

・
木
製
品
が
あ
る
。
土
器
は
、

須
恵
器

。
土
師
器
を
中
心
と
す
る
人
世
紀
前
半
か
ら
九
世
紀
後
半
に
か
け
て
の

も
の
で
、
遺
構
群
も
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
黒
色
土
器
も
比
較
的
多
く
、

蓋
付
き
の
短
頸
壼
な
ど
も
あ
る
。
そ
の
他
、
銅
製
と
思
わ
れ
る
帯
金
具
も
出
土

し
て
い
る
。

木
簡
は
、　
一
九
九
九
年
度
の
試
掘
調
査
で
一
点
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
調
査
で

前
述
の
川
跡
か
ら
三
点
の
計
四
点
が
出
土
し
た
。
墨
書
土
器
と
し
て
は
、
港
や

船
着
き
場
を
あ
ら
わ
す

「津
」
三
点
が
出
土
し
た
他
、
「王
」
「得
」
「寺
」
な

ど
が
あ
る
。

本
遺
跡
付
近
に
は

「船
戸
」
（船
津
に
通
ず
）
の
地
名
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

本
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
の
中
に

「津
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
や
川

跡
の
存
在
か
ら
、
当
遺
跡
が

「津
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
川
に
よ

っ
て
潟
に
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一
　

一
九
九
九
年
度
試
掘
調
査



〔束
力
〕

い
　
。
「
＜
□

　

　

　

」

名

＜
小
戸
日
―十
日
」

ω
は
、
上
端
左
側
を
若
千
欠
損
す
る
が
、

一
一　
二
〇
〇
〇
年
度
調
査

⑪
　
。
「少
目
御
館
米
五
斗
」

。
「
　
□
□
□
□
所
進
」

②

　

「不
不
不
不

μ
｝
い
×

］
∞
×

頓
　

ｏ
∞
∞

ほ
ぼ
完
形
の
荷
札
木
簡
で
あ
る
。

Ｐ
牌
ｏ
×

岸
ｏ
×

卜
　

ｏ
い
胸

（
解
嗚
∞
）
×

］
］
×

卜
　

ｏ
Ｐ
Φ

⑪
は
、
頭
部
を
山
形
に
整
形
し
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
小
型
の
荷
札
木
簡
で
あ

る
。
表
面
の

「少
目
御
館
米
五
斗
」
と
裏
面
の

「所
進
」
の
文
言
か
ら
、
こ
の

米
の
荷
札
は
、
少
目
御
館
宛
に
送
ら
れ
た
米
の
付
札
と
解
さ
れ
る
。

荷
札
の
付
さ
れ
た
米
俵
は
、
蔵
ノ
坪
遺
跡
か
ら
積
み
出
し
、
他
所
へ
漕
送
す

る
も
の
で
は
な
く
、
他
所
か
ら
、
内
水
面
を
利
用
し
て
船
で
運
ば
れ
て
き
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
地
に
建
て
ら
れ
て
い
た

「少
目
館
」
用
の
収
納
施
設
に

納
め
た
際
に
荷
札
が
は
ず
さ
れ
、
旧
河
道
に
投
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

米
の
性
格
は
、
「少
目
御
館
」
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
国
司
の
公
癖
米
と
考

え
ら
れ
る
。
天
平
勝
宝
七
歳

（七
五
五
）
の
越
前
国
の
公
癖
米
に
つ
い
て
記
し

た

「越
前
国
雑
物
収
納
帳
」
盆
大
日
本
古
文
圭
塁

四
巻
七
六
頁
）
に
よ
る
と
、
公

癖
米
は
各
国
司
の
館
ご
と
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

「在
津
」
と
も
あ
り
、

津
に
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二 (1)



2000年出土の木簡

こ
の
蔵
ノ
坪
遺
跡
も
、
少
目
の
公
癖
米
を

一
時
的
に
保
管
す
る
施
設
と
考
え

ら
れ
、
「蔵
ノ
坪
」
の
地
名
も
こ
の
施
設
の
遺
称
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

の
ち
少
目
館

へ
搬
送
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
少
目
館
は
こ
の
遺
跡
の
近
く
に
存

在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
る
。

②
は
、
下
端
を
欠
損
す
る
。
習
書
で
あ
る
。

以
上
の
二
点
の
他
に
も
木
簡
の
断
片
が
出
土
し
て
い
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
国
立
歴
史
民
伶
博
物
館
の
平
川
南
氏
、
新
潟

大
学
の
小
林
昌
二
氏

。
相
沢
央
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

①
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
国
年

報
　
平
成

一
二
年
度
』
０
一〇
〇
一
年
）

（高
橋
　
保
）

『木
街
研
究
』
在
庫
状
況

の
お
知
ら
せ

頒
価一
―
四
号
　
口叩
切
れ
　
　
　
　
　
　
五

・
六
号
　
　
　
一二
五
〇
〇
円

七
―

一
二
号
　
　
　
一二
人
○
○
円
　
一
〓
一号
　
　
　
　
四
三
〇
〇
円

一
四

。
一
五
号
　
　
四
五
〇
〇
円
　
一
六
―
三
二
号
　
五
五
〇
〇
円

送
料一
冊
　
エハ
○
○
円
　
　
一
一冊
　
八
〇
〇
円
　
　
一二
冊
　
一
〇
〇
〇
円

四
冊
　
一
一
一〇
〇
円
　
　
　
五
―

一
〇
冊
　
一
五
〇
〇
円

一
一
―
二
〇
冊
　
一
一〇
〇
〇
円

※
個
人
購
入
の
場
合
は
代
金
前
納
で
す
。
代
金
と
送
料
は
郵
便
振
替
で

〇

一
Ｏ
Ｏ
Ｏ
十
六
十

一
五
二
七
　
　
木
簡
学
会

ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

※
大
学

・
博
物
館
な
ど
公
的
機
関
の
場
合
は
代
金
後
納
で
す
。
銀
行
振

込
か
右
の
郵
便
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
番
号
　
第

一
勧
業
銀
行
西
大
寺
出
張
所

普
通
預
金
　
一
一
一
〇
三

一
五

日
座
名
　
　
木
簡
学
会
　
佐
藤
宗
諄

（さ
と
う

そ
う
じ
ゆ
ん
）

連
絡
先
　
一Ｔ
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
香

一
号

奈
良
文
化
財
研
究
所

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
気
付

木
簡
学
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
四
十
三
九
三

一
（内
二
三
九
）




